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(57)【要約】
【課題】取付対象物の被取付箇所への取り付けの向きに
よらず、取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助す
ることが可能な治具、を提供すること。
【解決手段】治具１は、取付対象物３０の被取付箇所７
０への取り付けを補助するための治具である。治具１は
、取付対象物３０を載置するための載置部１０と、載置
部１０に設けられ、載置部１０を被取付箇所７０に着脱
可能に仮保持させる機能を有する仮保持機能部２０と、
を備える。載置部１０は、長手方向に延びる平板部１１
と、平板部１１の長手方向の両端部にそれぞれ設けられ
、それぞれの端部から端部の側方を覆うように上方に起
立する一対の壁部１２と、を備える。仮保持機能部２０
は、一対の壁部１２にそれぞれ設けられる。典型的には
、取付対象物は、ワイヤハーネス３０であり、被取付箇
所は、車体の底面７０である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助するための治具であって、
　前記取付対象物を載置するための載置部と、
　前記載置部に設けられ、前記載置部を前記被取付箇所に着脱可能に仮保持させる機能を
有する仮保持機能部と、
　を備えた治具。
【請求項２】
　請求項１に記載の治具において、
　前記取付対象物は、ワイヤハーネスであり、前記被取付箇所は、車体の底面であり、
　前記載置部は、長手方向に延びる平板部と、前記平板部の前記長手方向の両端部にそれ
ぞれ設けられ、それぞれの前記端部から前記端部の側方を覆うように上方に起立する一対
の壁部と、を備え、
　前記仮保持機能部は、前記一対の壁部にそれぞれ設けられている、治具。
【請求項３】
　請求項２に記載の治具において、
　前記仮保持機能部は、前記載置部の前記被取付箇所への仮保持時に前記被取付箇所に接
触することになる前記一対の壁部の上面又は前記上面の近傍に設けられた磁石である、治
具。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の治具において、
　前記載置部は、前記長手方向に伸縮可能な構造を有する、治具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助するための治具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、この種の治具として、例えば、ワイヤハーネス（取付対象物）の車両のルー
フライニングの上面（被取付箇所）への取り付けを補助するための治具が知られている（
例えば、特許文献１を参照。）。この文献では、治具の図板上にワイヤハーネスを載置し
、ワイヤハーネスが載置された治具を上下反転させ、上下反転させた治具をルーフライニ
ングの上面上にセットする。そして、この状態で、図板に設けられた穴から溶融樹脂を注
入してルーフライニングの上面上にワイヤハーネスを固着させ、その後、治具を取り外す
、ことで、ワイヤハーネスがルーフライニングの上面に取り付けられるようになっている
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３３５３２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記文献に記載の治具を用いて、ワイヤハーネスを車体の底面に取り付けようとした場
合、ワイヤハーネスが載置された治具を、上下反転させることなくそのままの向きで車体
の底面にセットする必要がある。しかしながら、この場合、治具を車体の底面にセットし
ようとしても重力により治具が落下してしまい、治具を車体の底面に保持させることがで
きない。このため、この治具では、ワイヤハーネスの車体の底面への取り付けを補助する
ことができない。以上のことから、取付対象物の被取付箇所への取り付けの向きによらず
、取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助することが可能な治具の到来が望まれてい
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たところである。
【０００５】
　本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであり、その目的は、取付対象物の被取
付箇所への取り付けの向きによらず、取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助するこ
とが可能な治具、を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前述した目的を達成するために、本発明に係る治具は、下記［１］～［４］を特徴とし
ている。
［１］
　取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助するための治具であって、
　前記取付対象物を載置するための載置部と、
　前記載置部に設けられ、前記載置部を前記被取付箇所に着脱可能に仮保持させる機能を
有する仮保持機能部と、
　を備えた治具であること。
［２］
　上記［１］に記載の治具において、
　前記取付対象物は、ワイヤハーネスであり、前記被取付箇所は、車体の底面であり、
　前記載置部は、長手方向に延びる平板部と、前記平板部の前記長手方向の両端部にそれ
ぞれ設けられ、それぞれの前記端部から前記端部の側方を覆うように上方に起立する一対
の壁部と、を備え、
　前記仮保持機能部は、前記一対の壁部にそれぞれ設けられている、治具であること。
［３］
　上記［２］に記載の治具において、
　前記仮保持機能部は、前記載置部の前記被取付箇所への仮保持時に前記被取付箇所に接
触することになる前記一対の壁部の上面又は前記上面の近傍に設けられた磁石である、治
具であること。
［４］
　上記［２］又は上記［３］に記載の治具において、
　前記載置部は、前記長手方向に伸縮可能な構造を有する、治具であること。
【０００７】
　上記［１］の構成の治具によれば、載置部を被取付箇所に着脱可能に仮保持させる機能
を有する仮保持機能部を有している。従って、取付対象物の被取付箇所への取り付けの際
、取付対象物の被取付箇所への取り付けの向きによらず、取付対象物が載置された載置部
を被取付箇所に着脱可能に仮保持させることができる。この結果、取付対象物の被取付箇
所への取り付けの向きによらず、載置部が被取付箇所に仮保持された状態で、取付対象物
の被取付箇所への取り付けを行うことができる。取付対象物の被取付箇所への取り付けの
完了後は、治具のみを被取付箇所から取り外すことができる。
【０００８】
　以上、本構成の治具によれば、取付対象物の被取付箇所への取り付けの向きによらず、
取付対象物の被取付箇所への取り付けを補助することが可能となる。更に、本構成の治具
は、取付対象物を載置部に載置することにより、取付対象物を梱包する梱包具として使用
することも可能である。
【０００９】
　上記［２］の構成の治具によれば、載置部が長手方向を有する平板部を有するので、長
尺状のワイヤハーネスを載置部に載置することが可能である。更に、一対の壁部で覆われ
た平板部の長手方向の両端部に、ワイヤハーネスの両端部に接続された部材（コネクタ及
び端子等）を載置することで、ワイヤハーネスの両端部（ひいては、ワイヤハーネス全体
）の治具からの脱落が抑制され得る。更に、仮保持機能部が、平板部の長手方向の両端部
に設けられた一対の壁部にそれぞれ設けられている。この結果、載置部の長手方向の両端
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部を被取付箇所に仮保持させることができるので、載置部を被取付箇所に確実に仮保持さ
せることができる。
【００１０】
　上記［３］の構成の治具によれば、一対の壁部の上面又は上面の近傍に設けられた磁石
を利用して、載置部を被取付箇所に仮保持させる機能を実現できる。
【００１１】
　上記［４］の構成の治具によれば、載置部が長手方向に伸縮可能な構造を有しているの
で、載置部の長手方向寸法をワイヤハーネスの全長に合うように調整することができる。
この結果、種々の全長を有するワイヤハーネスに対して本構成の治具を使用することがで
きる。更に、本構成の治具を梱包具として使用する場合、種々の全長を有するワイヤハー
ネスに対して梱包具の長手方向寸法を最小とすることができ、梱包具のコンパクト化に貢
献できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、取付対象物の被取付箇所への取り付けの向きによらず、取付対象物の
被取付箇所への取り付けを補助することが可能な治具を提供できる。
【００１３】
　以上、本発明について簡潔に説明した。更に、以下に説明される発明を実施するための
形態（以下「実施形態」という。）を添付の図面を参照して通読することにより、本発明
の詳細は更に明確化されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る治具の斜視図である。
【図２】図２は、図１に示した治具にワイヤハーネスを載置した状態を示す斜視図である
。
【図３】図３（ａ）～図３（ｃ）は、図１に示した治具を利用して、ワイヤハーネスを車
体の底面に取り付ける際の手順を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態に係る治具１について説明する。本実施
形態に係る治具１は、典型的には、ワイヤハーネスの車体の底面への取り付けを補助する
ために使用される。更に、治具１は、ワイヤハーネスを梱包する梱包具としても使用可能
である。
【００１６】
　図１に示すように、本実施形態に係る治具１は、ワイヤハーネス３０（図２参照）を載
置するための載置部１０と、載置部１０を車体の底面７０（図３参照）に着脱可能に仮保
持させる機能を有する仮保持機能部２０と、を備える。
【００１７】
　載置部１０は、長手方向に延びる矩形平板状の平板部１１と、平板部１１の長手方向の
両端部にそれぞれ設けられた一対の壁部１２と、で構成される。
【００１８】
　平板部１１は、本例では、第１平板部１３と、第２平板部１４と、で構成される。第１
、第２平板部１３，１４は、壁部１２が設けられていない側の端部同士が長手方向にオー
バーラップするように、且つ、オーバーラップ量が任意に調整可能であるように、互いに
連結されている。このため、平板部１１は、長手方向に伸縮可能な構造を有している。
【００１９】
　第１、第２平板部１３，１４の端部同士の連結構造としては、典型的には、第１平板部
１３の端部に設けられた中空部に第２平板部１４の端部を挿入することで、端部同士を長
手方向にオーバーラップさせる構造が採用され得る。また、第１、第２平板部１３，１４
の端部同士を厚さ方向に重ねることで、端部同士を長手方向にオーバーラップさせる構造
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等が採用され得る。
【００２０】
　壁部１２は、平板部１１の端部の端面から上方に一体で起立する端壁１５と、端壁１５
に連続すると共に当該端部の両側面から上方に一体で起立する一対の側壁１６と、で構成
され、当該端部の側方をＵ字状に覆っている。一対の壁部１２の一対のＵ字状の上面が、
車両の底面７０に接触することになる。
【００２１】
　仮保持機能部２０は、本例では、一対の壁部１２の一対のＵ字状の上面又は当該上面の
近傍に設けられた（固定された）磁石２０（典型的には、永久磁石）である。本例では、
磁石２０は、各壁部１２における端壁１５及び一対の側壁１６のそれぞれの上面に設けら
れている。磁石２０は、自身の磁力を利用して、一対の壁部１２（従って、治具１）を車
体の金属製の底面７０に着脱可能に仮保持させる機能を有する。
【００２２】
　磁石２０は、当該上面に露呈するように壁部１２に埋設されていてもよいし、当該上面
に露呈しないように壁部１２に埋設（即ち、磁石２０全体が壁部１２の内部に埋設）され
ていてもよいし、磁石２０全体が当該上面上に固定されていてもよい。以上、治具１の構
成について説明した。
【００２３】
　上記構成を有する治具１には、例えば、図２に示すように、長手方向に延びる長尺状の
ワイヤハーネス３０が載置される。具体的には、図２に示す例では、ワイヤハーネス３０
の端部に接続されたコネクタ４０及び端子５０が、壁部１２で覆われた平板部１１の端部
にそれぞれ載置されるように、ワイヤハーネス３０全体が平板部１１に載置される。
【００２４】
　これにより、ワイヤハーネス３０の両端部（ひいては、ワイヤハーネス３０全体）の治
具１からの脱落が抑制され得る。このとき、第１、第２平板部１３，１４のオーバーラッ
プ量を調整することで、平板部１１（載置部１０）の長手方向寸法をワイヤハーネス３０
の全長に合うように調整することができる。
【００２５】
　ワイヤハーネス３０の長手方向における複数箇所（本例では、３箇所）には、クランプ
６０がそれぞれ設けられている。各クランプ６０の先端部は、平板部１１の側面からはみ
出しているので、治具１の下方から視認可能となっている。各クランプ６０は、ワイヤハ
ーネス３０の車体の底面７０への取り付けに使用されることになる。なお、図２に示すよ
うにワイヤハーネス３０が載置された治具１は、ワイヤハーネス３０を梱包する梱包具と
しても使用可能である。
【００２６】
　次に、図３を参照しながら、図２に示すようにワイヤハーネス３０が載置された治具１
を用いて、ワイヤハーネス３０を車体の底面７０に取り付ける際の手順について説明する
。
【００２７】
　先ず、図３（ａ）に示すように、ワイヤハーネス３０が載置された治具１を、下方から
車体の底面７０に近づけていく（図中の黒矢印を参照）。そして、一対の壁部１２に設け
られた磁石２０の磁力を利用して、一対の壁部１２の上面を車両の底面７０に接触させ、
且つ、一対の壁部１２（従って、治具１）を車両の底面７０に着脱可能に仮保持させる。
【００２８】
　次に、図３（ｂ）に示すように、ワイヤハーネス３０に設けられた複数のクランプ６０
を、車体の底面７０から下方に突出する複数のスタッドボルト８０のうち対応するスタッ
ドボルト８０にそれぞれ取り付ける（固定する）。このとき、各クランプ６０の先端部が
治具１の下方から視認可能となっているので、クランプ６０のスタッドボルト８０への取
り付け作業は容易である。これにより、ワイヤハーネス３０の車体の底面７０への取り付
けが完了する。
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【００２９】
　ワイヤハーネス３０の車体の底面７０への取り付けの完了後、磁石２０の磁力に対抗し
ながら、治具１を車体の底面７０から下方に取り外す。これにより、ワイヤハーネス３０
を車体の底面７０に取り付ける際の作業が完了する。
【００３０】
　以上、本発明の実施形態に係る治具１によれば、載置部１０を車体の底面７０に着脱可
能に仮保持させる機能を有する磁石２０を有している。従って、ワイヤハーネス３０の車
体の底面７０への取り付けの際、ワイヤハーネス３０の車体の底面７０への取り付けの向
きによらず、ワイヤハーネス３０が載置された載置部１０を車体の底面７０に着脱可能に
仮保持させることができる。この結果、ワイヤハーネス３０の車体の底面７０への取り付
けの向きによらず、載置部１０が車体の底面７０に仮保持された状態で、ワイヤハーネス
３０の車体の底面７０への取り付けを行うことができる。ワイヤハーネス３０の車体の底
面７０への取り付けの完了後は、治具１のみを車体の底面７０から取り外すことができる
。
【００３１】
　以上、本発明の実施形態に係る治具１によれば、ワイヤハーネス３０の車体の底面７０
への取り付けの向きによらず、ワイヤハーネス３０の車体の底面７０への取り付けを補助
することが可能となる。更に、本発明の実施形態に係る治具１は、ワイヤハーネス３０を
載置部１０に載置することにより、ワイヤハーネス３０を梱包する梱包具として使用する
ことも可能である。
【００３２】
　更に、本発明の実施形態に係る治具１によれば、載置部１０が長手方向を有する平板部
１１を有するので、長尺状のワイヤハーネス３０を載置部１０に載置することが可能であ
る。更に、一対の壁部１２で覆われた平板部１１の長手方向の両端部に、ワイヤハーネス
３０の両端部に接続された部材（コネクタ４０及び端子５０等）を載置することで、ワイ
ヤハーネス３０の両端部（ひいては、ワイヤハーネス３０全体）の治具１からの脱落が抑
制され得る。更に、磁石２０が、平板部１１の長手方向の両端部に設けられた一対の壁部
１２にそれぞれ設けられている。この結果、載置部１０の長手方向の両端部を車体の底面
７０に仮保持させることができるので、載置部１０を車体の底面７０に確実に仮保持させ
ることができる。
【００３３】
　更に、本発明の実施形態に係る治具１によれば、載置部１０が長手方向に伸縮可能な構
造を有しているので、載置部１０の長手方向寸法をワイヤハーネス３０の全長に合うよう
に調整することができる。この結果、種々の全長を有するワイヤハーネス３０に対して治
具１を使用することができる。更に、治具１を梱包具として使用する場合、種々の全長を
有するワイヤハーネス３０に対して梱包具の長手方向寸法を最小とすることができ、梱包
具のコンパクト化に貢献できる。
【００３４】
＜他の態様＞
　なお、本発明は上記各実施形態に限定されることはなく、本発明の範囲内において種々
の変形例を採用できる。例えば、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく
、適宜、変形、改良、等が可能である。その他、上述した実施形態における各構成要素の
材質、形状、寸法、数、配置箇所、等は本発明を達成できるものであれば任意であり、限
定されない。
【００３５】
　例えば、上記実施形態では、仮保持機能部２０として磁石（永久磁石）が採用されてい
る。これに対し、載置部１０を車体の底面７０に着脱可能に仮保持させる機能を有する構
成である限りにおいて、どのような構成を有する仮保持機能部２０が採用されてもよい。
【００３６】
　更に、上記実施形態では、平板部１１が長手方向に伸縮可能な構造を有している。これ
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に対し、平板部１１が長手方向に伸縮不能な構造（典型的には、一枚の矩形平板のみから
なる構造）を有していてもよい。
【００３７】
　更に、上記実施形態では、治具１は、ワイヤハーネス３０の車体の底面７０への取り付
けを補助するために使用されている。これに対し、治具１は、ワイヤハーネス３０の車体
の側面等への取り付けを補助するために使用されてもよい。
【００３８】
　更に、上記実施形態では、「取付対象物」としてワイヤハーネス３０が採用され、「被
取付箇所」として車体の底面７０が採用されている。これに対し、「取付対象物」として
ワイヤハーネス３０以外のものが採用され、「被取付箇所」として車体の底面７０以外の
箇所が採用されてもよい。
【００３９】
　ここで、上述した本発明に係る治具１の実施形態の特徴をそれぞれ以下［１］～［４］
に簡潔に纏めて列記する。
［１］
　取付対象物（３０）の被取付箇所（７０）への取り付けを補助するための治具（１）で
あって、
　前記取付対象物（３０）を載置するための載置部（１０）と、
　前記載置部（１０）に設けられ、前記載置部（１０）を前記被取付箇所（７０）に着脱
可能に仮保持させる機能を有する仮保持機能部（２０）と、
　を備えた治具（１）。
［２］
　上記［１］に記載の治具（１）において、
　前記取付対象物は、ワイヤハーネス（３０）であり、前記被取付箇所は、車体の底面（
７０）であり、
　前記載置部（１０）は、長手方向に延びる平板部（１１）と、前記平板部（１１）の前
記長手方向の両端部にそれぞれ設けられ、それぞれの前記端部から前記端部の側方を覆う
ように上方に起立する一対の壁部（１２）と、を備え、
　前記仮保持機能部（２０）は、前記一対の壁部（１２）にそれぞれ設けられている、治
具（１）。
［３］
　上記［２］に記載の治具（１）において、
　前記仮保持機能部は、前記載置部（１０）の前記被取付箇所（７０）への仮保持時に前
記被取付箇所（７０）に接触することになる前記一対の壁部（１２）の上面又は前記上面
の近傍に設けられた磁石（２０）である、治具（１）。
［４］
　上記［２］又は上記［３］に記載の治具（１）において、
　前記載置部（１０）は、前記長手方向に伸縮可能な構造を有する、治具（１）。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　治具
　１０　　載置部
　１１　　平板部
　１２　　壁部
　２０　　磁石（仮保持機能部）
　３０　　ワイヤハーネス（取付対象物）
　７０　　車体の底面（被取付箇所）
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